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１．研究計画の概要 
 本研究は、参加体験型のグループ学習の形
態で実施されるワークショップを、e ラーニ
ングによって可能にするための基礎的研究
および実践的研究を行おうとするものであ
る。 
 まず、基礎的な研究として明らかにしたい
ことは、集合して同時に数十人が参加して行
うワークショップにおいて、どのようなコミ
ュニケーション活動が行われ、それがどのよ
うに全体としての活動や意識に働きかけ、ワ
ークショップ独特の盛り上がりと日常に戻
ったときにも思い出されるような深い体験
（アンカー体験）を生み出すのかというプロ
セスの全容である。 
 次に、実践的研究として行いたいことは、
そうしたワークショップを eラーニングシス
テム上で実施するためのプログラムを開発
し、実際に参加者に協力してもらい eラーニ
ングワークショップを実施したときに、そこ
でどれだけのワークショップ的体験が実現
できるかを検討することである。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) eラーニングをワークショップ的にする
研究 
 一般的に孤独感が学習離脱の大きな原因
となっている eラーニングに対して、どのよ
うにすれば学習が促進，持続されるかという
問題意識を持って、e ラーニングをワークシ
ョップ的にする研究を進めた。その１つの工
夫が、受講生と教員・メンターが個別に授業
の感想や質問をやり取りできる「レビューシ
ート」という機能である。これを実際に eラ
ーニング授業で利用したものを評価した。 

(2) ワークショップそのものの分析 
 e ラーニングをワークショップ的にするた
めには、実際のワークショップの中で何が起
こっているかを観察し、分析しなくてはなら
ない。ワークショップそのものが全体論的な
立場で設計されているものであるため、それ
を細かいデータを取った上で全体的に何が
起こっているのかを検討しなければならな
い。これについては方法論的にも発展途上に
あるものであるが、まずはパイロット的なデ
ータを取って分析をし始めているところで
ある。 
(3) eラーニングとワークショップをブレン
ドする授業実践 
 これまでの研究で明らかになっているこ
とは、e ラーニングやワークショップの単体
の授業よりも、それらを組み合わせたブレン
ド型授業の方がより効果的であるというこ
とである。e ラーニングは知識教授中心のも
のであれば効率的ではあるが、それが行動レ
ベルに至るまでにはなりにくい。一方ワーク
ショップでは、体験や他者との交流をともな
うため深い理解には至るが、時間や身体的な
コストが高い。そこでこれらの両者を組み合
わせたブレンド型授業の可能性に注目する。
実際にブレンド型授業の実践を通じて、その
実証的なデータを取りつつある。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 e ラーニングとワークショップの研究それ
ぞれについて順調に研究を進めている。また、
その融合としてのブレンド型授業の研究も
進展した。課題はワークショップを eラーニ
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ング上で実現できるかという点である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度となる 2009 年度は、ワークショ
ップと eラーニングの双方の研究のバランス
と総括を行いながら、ワークショップを eラ
ーニングに活かすというゴールを目指して、
研究を進めていく。 
 
５. 代表的な研究成果 
〔学会発表〕（計 4件） 
(1)向後千春（2008.10）ICT を活用した教育
システムをどのように評価するか『日本教育
工学会第24回全国大会講演論文集』Pp.85-86
（2008/10/11～13, 上越教育大学） 
(2)向後千春（2008.9）ｅラーニングと教室授
業のブレンド型授業の実践と評価『教育シス
テム情報学会第 33 回全国大会講演論文集』
pp.90-91（2008/9/3～5, 熊本大学） 
(3)筒井洋一・向後千春・青木将幸・中村恵子
（2008.6）授業方法としてのワークショップ
と e-learningの意義『大学教育学会第 30回
大会発表要旨集録』pp.48-49（2008/6/7, 目
白大学） 
(4)向後千春（2006.11）実質的な成果をもた
らす eラーニングの条件『日本教育工学会第
22 回 全 国 大 会 講 演 論 文 集 』 Pp.9-12
（2006/11/3～5, 関西大学） 
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研究会発表（計 4件） 
(1)向後千春（2008.12）閉じられた大学授業
から持続可能な学習コミュニティへ『日本教
育工学会研究報告集』JSET08-5 Pp.203-206 
(2)向後千春・伊豆原久美子（2008.7）ｅラー
ニング授業における学生レビューシートの
利用とその効果『日本教育工学会研究報告
集』JSET08-3 Pp.81-88 
(3)向後千春（2007.12）e ラーニング授業で
コミュニケーションカード「e 大福帳」を使
う『日本教育工学会研究報告集』JSET07-5 
Pp.297-300 
(4)向後千春・伊豆原久美子・冨永敦子
（2007.3）授業アンケートから「授業レビュ
ー」の方法へ『日本教育工学会研究報告集』
JSET07-1 Pp.171-176 
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